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自然資本でつなげる・つながる～生物多様性保全の経済的連携に向けて～

事例報告

生物多様性.com
公益財団法人日本自然保護協会（NACS-J）  事務局長  鶴田  由美子 氏

こんにちは。本日は、私、日本自然保護協会の鶴田より「生物多様

性.com」というウェブサイトについてご紹介させていただきます。

その前に日本自然保護協会の紹介を少しだけさせていただきます。65

年ほど活動しております純国産の自然保護団体です。全国の山のてっぺん

から海や川、里山をフィールドにしており、生物多様性の損失を防ぐため

の保護地域制度や法制度の提案をしたり、自然とともに暮らす地域づく

り、自然資本を活かした地域づくりを進めるために、全国の個人や団体、

それから、地域の方々、研究者の方々、行政の皆さんと連携してさまざま

なプロジェクトを推進しております。

また、ボランティアリーダーとして自然観察指導員の養成を行って

いまして、農家の方等でも指導員になってくださっている方々もいらっ

しゃいます。身近な自然を見守ったり、田んぼや畑の生き物を観察し、

普及啓発の教育活動を進めていただいています。それから、全国共通の

テーマで市民が調査を行う「自然しらべ」や、里山等の身近な自然環境

の調査として、環境省事業のモニタリングサイト1000里地調査では、

全国200ヵ所ほどの里地で、生き物調査や水質等の市民調査も担当し

ております。

ひとつ活動事例をご紹介します。宮崎県の綾町は、2012年にユネス

コエコパークという保護地域に登録されました。保護地域というと、原

生的な自然を守るというような堅いイメージがあるかと思うのですけれ

ども、エコパークでは奥山から里山まで全部含めての保護地域としてユ

ネスコという国際機関に登録されています。

綾町は1980年代から自然生態系農業の町ということで町ぐるみで

地域のブランディングを進めてきました。途中、開発問題等もありまし

て、当会も森林保護活動のお手伝いもしていく中で、ユネスコエコパー

クの登録を目指す活動も支援させていただきました。たとえば「ふれあ

い調査」といって地域のいろんな価値、これは伝統文化や歴史等も含め

て自然環境とか、水資源ですとか、農地も含めて、みんなで地域の方々

と調査して見える化しました。綾町は早い段階からこうした、自然を活

かした地域づくりのブランディングに成功して、今人口減少等も止まる

という勢いで、活躍されている方々が増えています。

このように当会の活動でもさまざまに、農家の方々や、林業家の方々

とお話しし、活動する機会が多いのですけれども、やはり多く聞かれる
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悩みとしては、自然環境にやさしい農業や林業をしたいけれども、

手間がかかるし、販路が狭く流通面でのご苦労が多いということ

です。地域ぐるみでブランディングに成功しているところではい

ろんな販路も開拓されていますが、独自の活動での個人の農家さ

んや事業体ですと、いろんな形で表彰されたり、認定されたり、自

治体や、NGOや、企業の協力等を得ても、販売としては、独自サイ

トやSNS、関係先の機関等、限られたところで広報していくとい

うことが多いという状況です。先ほどのご発表にもあったように、

お金を払っても良いと考えてくださるような意識の高い消費者た

ちが、実際にその産品や商品、加工品も含めてどこで買えるのか、

といった情報が知りたくても、その肝心な情報は薄まってしまっ

ていることが多いのです。公的な機関の紹介ですと、保全活動の

中身に焦点が当たるということが多く、「では、どこで買えるのか」

という情報が意外と少ない。この情報不足の解決をお手伝いでき

ないかということを考えました。

どうしたら何かを選んだり、買ったりするときに、生物多様性を

大切にすることにコミットできるチャンスがあるということを消

費者側に示せるだろうかということを、主婦目線で考えてつくっ

たのが「生物多様性.com」なのです。

コンセプトとしては、「もしもショッピングサイトにもともと生

物多様性保全が組み込まれていたら？」ということでした。たとえ

ば大手のネットショップに生物多様性保全に貢献する商品ばかり

が並んでいたらどうなるだろうかという仮想現実ですね、それを

イメージしてみました。

これができあがった「生物多様性.com」というサイトのトップ

ページです。最大の特徴は、消費者目線で生物多様性保全に貢献す

る商品やサービスを探せるということです。

左側にメニューがあるのですけれども、活動紹介とか、そういう

構成ではなくて、完全にショップサイトのメニューになっており

ます。カテゴリーでは食品とか、飲食店、ファッションとか、日常

品というのが一番親のカテゴリーに並んでいて、サブメニューは食品からですと酒類、飲料とか肉、加工品とか、米という

具合に展開します。たとえばこの米・穀類というところを押しますと、こんな感じで米・穀類に関わる記事だけが選べると

いうような構成になっています。いくつか中の記事をご紹介します。

これは石川県の「生きもの元気米」と「すずめ野菜」の取り組みのお話ですけれども、この「生きもの元気米」は田んぼ１

枚１枚の生き物調査を農家の方がされていて、地域の絶滅危惧種リストまでつくったり、すごい活動をやっておられます。

野菜の方も、外来植物を除去して、それを堆肥に利用してやるという生物多様性保全に大きく貢献されているところです。

出所：登壇者講演資料
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どこへ行ったら買えるのかという情報は、それそれのお米や野菜を販

売しているネットショップにダイレクトにリンクを張るという形でご

紹介しています。

次は宮城県の登米市のお話ですけれども、伊豆沼というラムサール

登録湿地で有名なマガンとかヒシクイとか、非常に多くの渡り鳥が来

る地域です。ここでも冬水田んぼ等で水鳥の休息地になるような保全

活動をしながらいろんな生産活動を行っていらっしゃるということ

で、これも購入先情報をダイレクトにリンクするという形で、ご紹介

しています。

実はこのサイトを設計するにあたって、どんな産品や商品にも生物

多様性の価値が当たり前に定着しているという将来をまじめに考えて

いる委員会がございます。「生物多様性の主流化」を進める目的でつく

られました「国連生物多様性の10年日本委員会」、略称UNDB-Jとい

う委員会です。委員は大変多いのですけれども、委員長は経団連の会

長さんで、学識経験者のほか、関係省庁も外務省、文部科学省、農林水

産省、経済産業省、国土交通省、環境省が参加し、委員会の全体事務局

は、環境省の後ほどご登壇もされます自然環境局の生物多様性政策推

進室が担われています。関係団体は25団体ありまして、経済界のほ

かに農林関係では、日本林業協会や全国森林組合連合会、全国農業協

同組合中央会、全国農業協同組合連合会といった団体が入っていらっ

しゃいます。普及啓発団体も多く、わたくしども日本自然保護協会も

委員です。そのほか生物多様性自治体ネットワークも入られて、自治

体等とも連携をとっている委員会です。

皆さんご承知の通り、愛知目標が2010年に決議されまして、国連

生物多様性の10年というのが2020年までになっています。この委

員会ではとにかくありとあらゆるセクターの連携をして、生物多様性

保全に貢献していこうということで集まった委員会です。

この場でいろいろ議論をしてきたのですけれども、先日10月に発

表されたロードマップでは「目指すべき社会像」という文章がありま

す。ここには、「自然の恵みを意識したライフスタイルへの転換を通じ

た生物多様性の保全と持続可能な利用が組み込まれた自然共生社会の

構築と、持続可能な社会の実現」ということが示されました。さらに、

生物多様性保全を進める３つの大きな活動の中でも、消費活動、産業

活動を特出ししています。認証商品等の環境に配慮した多種多様な商

品、サービスの価値が広く認識されることで、それら商品、サービス

が流通し、選択する消費者が増えている、こういう状態を目指そうと 出所：登壇者講演資料
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みんなで考えたわけです。

この「生物多様性.com」はこの「消費者の選択」の普及につながる

ということで、現在、このサイトは運営組織がUNDB-J、管理団体と

して日本自然保護協会がこの推進事務局を担当しています。個人や消

費者として選択する側が、愛知目標の達成に関われるということがこ

のサイトの一番のねらいになります。

ですので、先ほどの記事の中で実は左上の方に、関連する愛知目標

にリンクが張られていたり、一番下にUNDB-Jの認定連携事業への

紹介等の記事も入れています。

このUNDB-Jの認定連携事業というのは、やはり愛知目標を達成

するために、多種多様なセクターが連携する活動をUNDB-Jが認定

して、積極的に広報しようという活動です。自分が取り組んでいる愛

知目標を宣言する「にじゅうまるプロジェクト」というまた別のプロ

ジェクトがありまして、個人の方でも、この愛知目標に私は貢献をす

るのだと宣言をしていただくと登録されるというしくみがあります。

認定連携事業はこの「にじゅうまるプロジェクト」から推薦を受けて

連携力とか発展力が高い活動を評価して、認定されているという流れ

になっています。先ほどの記事からリンクすると、UNDB-Jのウェブ

サイトで、どういう認定のポイントの評価が高かったのかといったこ

ともご紹介できる形になっています。

そのほか、UNDB-Jでは、「生物多様性アクション大賞」という表

彰の制度も持っています。これは愛知目標よりもずっとハードルを下

げて、生物多様性のためにできるとても分かりやすい５つのアクショ

ン、「たべよう、ふれよう、つたえよう、まもろう、えらぼう」という部

門があり、さまざまな応募をいただいて活動を表彰しています。この

５つのアクションは、「MY行動宣言」ともいって、このアクションで

も宣言ができるような取り組みもやっています。

こういった認定連携事業やアクション大賞の受賞活動も「生物多様

性.com」でご紹介しています。これはアクション大賞の2015年の

大賞をとりましたNPO法人の加茂女さんの取り組みになるのですけ

れども、タケノコを採って、どんどん食べるということで、放置竹林

の保全管理をしていこうという取り組みです。消費者としてはそうい

う取り組みでつくられた商品を買って支援をし、実際においしいもの

を食べられる、そういう関係をつなげるということを目指していま

す。左上にも５つのアクションのカテゴリーのどの活動にこの記事が

接しているのかということをご紹介しています。 出所：登壇者講演資料
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「生物多様性.com」は、実は農産品だけではなくて、ありとあらゆ

る商品、サービスを載せていこうということで、さまざまな記事を掲

載しています。たとえば、自然をそのまま楽しむキャンプ場ですと

か、こちらの記事は自動車保険を選ぶときに、契約書を紙でもらわな

いでウェブでもらえると、その費用の分を生物多様性保全活動に回せ

ますというプロジェクトがあって、そういう自動車保険を選ぶとき

も、実は生物多様性保全に貢献できるタイミングがあるんですよ、と

いうようなことをご紹介しています。

この「生物多様性.com」で掲載しました情報は、UNDB-Jの

Facebookでもご紹介をしています。掲載情報を大募集しております

ので、ぜひ皆様の生物多様性保全の取り組みによる産品や商品、サー

ビスの情報をお寄せいただきたいと思います。先ほどの認定連携事業

や、アクション大賞の受賞団体でなくても記事は掲載可能です。委員

団体の推薦、たとえば全国農業協同組合中央会や全国農業協同組合連

合会、農林水産省からご推薦いただくこともできますし、まずはお問

い合わせいただければ、当会、日本自然保護協会も委員ですのでご相

談しながらご紹介ができます。左下の方に掲載記事・情報提供フォー

ムがありますので、ぜひ情報をお寄せください。こうした記事がどん

どん増え、いろんなカテゴリーが展開し、生物多様性当たり前社会と

いうのが本当に仮想でなくて現実社会になっていけば、それこそが主

流化であると思っております。

以上でございます。ありがとうございました。

出所：登壇者講演資料


